
復旧工事が終了した清原体育館　メインアリーナ復旧工事が終了した清原体育館　メインアリーナ

　昨年３月11日の東日本大震災は、本市にも大きな被害をもたらしました。

　自由民主党議員会では、市民生活の一日も早い安定を目指し、市や関係機関と力を

合わせて復旧・復興に取り組んでまいりました。

　学校など公共施設をはじめとして多くの施設で復旧が進んでいます。

　引き続き復旧・復興に取り組んでまいりますので、ご協力をお願いいたします。

工事を完了した古里中プール工事を完了した機械室 工事を完了した25mプール

施設の復旧状況
〈スポーツ施設〉

●清原体育館　メインアリーナ
・復旧工事内容：天井改修、アリーナ床修

繕　など

●河内総合運動公園屋内プール（ドリー
ムプールかわち）
・復旧工事内容：25ｍプール可動床復旧、

機械設備更新　など

〈学校施設〉

●清原中央小学校
平成23年�７月11日�仮設校舎へ移転
平成24年�７月�～� 東校舎の解体工事に着手
平成25年度��� 復旧工事に着手
平成26年�７月�� 復旧工事完了

●清原東小学校
平成23年�６月�14日�仮設校舎へ移転
平成24年�10月�～� 復旧工事に着手
平成25年�９月�� 復旧工事完了

●古里中学校
平成24年�６月�15日�プール復旧工事完了

〈文化財〉

　有形文化財、記念物合わせて21件の被害

を確認し、現在15件の文化財の修復が完了

●飛山城跡
・現在、崖地修復工事のため詳細設計を作
成中
・平成24年11月頃から北側部分の崖地の修
復工事を実施する予定

●旧篠原家住宅
・年内に修復完了予定

●岡本家住宅
・現在、解体修理を実施中であり、平成26
年度までに完了予定

被災時

工事中

被災時の可動床



　

宇
都
宮
市
で
は
現
在
、
市
の
住
宅
政
策
の
中
心
と
な
る
「
住
生
活
基

本
計
画
」
の
改
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
計
画
は
平
成
20
年
度
か

ら
27
年
度
ま
で
の
８
年
間
の
計
画
で
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
中
間
年
度

を
過
ぎ
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
に
直
面
す
る
な
ど
社
会
情
勢
も

大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
定
作
業
を
進
め
て
い
る
も
の

で
、
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、
よ
り
市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
た
計
画

に
な
る
よ
う
市
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
は
昨
年
、
「
住
生
活
基
本
計

画
（
全
国
計
画
）
」
の
見
直
し
・

改
定
を
行
い
ま
し
た
。
改
定
の
ポ

イ
ン
ト
は
①
ハ
ー
ド
面
（
広
さ
等
）

に
加
え
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
に
よ

る
生
活
の
向
上
②
老
朽
マ
ン
シ
ョ

ン
対
策
な
ど
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の

管
理
・
再
生
対
策
の
推
進
③
新
築

住
宅
市
場
に
加
え
、
既
存
住
宅
の

流
通
・
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
の
整
備

促
進
―
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
市
で
も
少
子
高
齢
・
人

口
減
少
社
会
に
直
面
し
、
新
築
住

宅
市
場
が
転
換
期
を
迎
え
る
一
方
、

既
存
住
宅
流
通
市
場
の
低
迷
な
ど
、

住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
適
正
な
管
理
と

再
生
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
依
然
と
し
て
耐
震
性
能

を
満
た
さ
な
い
住
宅
が
多
く
存
在

す
る
こ
と
、
高
齢
者
世
帯
の
大
幅

な
増
加
、
住
宅
の
省
エ
ネ
性
能
の

向
上
と
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
住
ま
い
方
、
住
宅
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
確
保
な
ど
、
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
、
市
民
一
人

一
人
の
価
値
観
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

新
た
な
住
宅
施
策
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
改
定
に
あ
た
り
、「
現

行
計
画
の
基
本
理
念
を
継
承
し
つ

つ
、
本
市
の
将
来
都
市
構
造
で
あ

る
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型　

コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
』
の
実
現
に
向
け
た

都
市
拠
点
の
形
成
や
、
中
心
市
街

地
の
再
生
な
ど
の
視
点
に
加
え
、

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
の
到

来
を
踏
ま
え
、
市
民
の
住
ま
い
方

の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
快
適
に

住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
住
環
境

づ
く
り
の
視
点
か
ら
検
討
を
行
う
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
住
宅
住
み
替
え
や

中
古
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
有

効
活
用
、
空
き
家
対
策
、
緑
豊
か

な
都
市
環
境
の
整
備
、
集
中
豪
雨

時
の
浸
水
対
策
等
災
害
対
策
な
ど

の
都
市
基
盤
の
整
備
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
え
る

宇
都
宮
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、

改
定
計
画
が
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
反

映
し
た
よ
り
よ
い
計
画
に
な
る
よ

う
、
積
極
的
に
市
に
働
き
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

詳しくは、県及び宇都宮市の担当窓口にご照会ください。

名　　称 目　　　的 補助率等

名　　称 目　　　的 補助率等

住宅改修補助金

木造住宅耐震診断
補助金

木造住宅耐震改修
補助金

り災住宅補修等利
子補給制度

高齢者にやさしい
住環境整備事業費
補助金
重度身体障がい者
住宅改造費補助金

住宅用太陽光発電
システム設置費補
助金
住宅用高効率給湯
器設置費補助金

大谷石利用促進事
業補助金

アスベスト対策費
補助金

浄化槽整備事業補
助金

水洗便所改造資金
利子補給補助金

雨水貯留施設設置
費補助金

新築住宅などに記
念樹を贈呈

住宅の性能や機能を向上させるため、
改修工事費の一部を補助する。

地震による住宅の倒壊等の被害から市
民の生命、生活の安全・安心を確保す
るため、昭和56年５月31日以前の旧耐
震基準で建築され、耐震改修が必要と
診断された、木造２階建て以下の住宅
の、耐震診断・改修・建て替え費用の
一部を補助する。
東日本大震災によりり災した住宅の早
期復旧を図るため、金融機関から融資
を受けて改築・補修をする場合の負担
金利の一部を補助する。

在宅の要介護高齢者の住環境の整備を
促進するため、住宅改良に要する経費
の一部を補助する。
重度身体障がい者の日常生活を容易に
し生活環境の整備を図るため、住宅設
備を改造する経費の一部を補助する。
住宅用太陽光発電システムの普及を促
進し、温室効果ガスの排出抑制を図る
ため、設置費の一部を補助する。
住宅用高効率給湯器の普及を促進し、
温室効果ガスの排出抑制を図るため、
設置費の一部を補助する。
市民の大谷石への愛着の醸成や大谷石
の印象の向上を図り、もって大谷石の
利用促進を図るため、一般住宅等の新
増築、改築等の際、内外装材として大
谷石を使用した場合の工事費に係る経
費の一部を補助する。
市民のアスベストによる健康被害を防
止するため、所有者等に対し、除去等
費用の一部を補助する。

市街化調整区域および用途区域が指定
されていない地域のうち、下水道など
が整備されない、または長期間整備さ
れない地域（事業認可区域を除く）に
おける快適な生活環境の確保及び公共
用水域の水質保全を図るため、合併処
理浄化槽の設置費用の一部を補助する。
農業集落排水の処理区域内の水洗化を
進めるため、既設の便所を水洗便所に
改造する工事に必要な資金の融資あっ
せんを行い、融資機関に対し利子補給
をする。
雨水の流出を抑制し、市街地の浸水被
害を解消するため、雨水貯留・浸透施
設の設置費用の一部を補助する。

緑豊かな潤いのあるまちづくりを目的
とし贈呈する。

住宅性能を向上させるために必
ず行う工事（必須工事）費10万円
以上を含む改修費の10％
（限度額：100千円）
・診断　診断費用の2/３
　　　　（限度額：100千円）
・改修　耐震改修費用の1/2
　　　　（限度額：600千円）
・建て替え　耐震改修費用相当
　　分の1/2（限度額：600千円）

・半壊以上の住宅
融資額のうち500万円まで、
年２％以内の金利相当額

・一部損壊の住宅
融資額のうち100万円以上500
万円まで、年１％以内の金利
相当額

整備費の３/４
（限度額：900千円）

改造費の３/４
（限度額：900千円）

補助率　30千円/kw
補助上限：４kw 120千円

定額補助
高効率給湯器
10千円/台
工事費
補助対象事業費の30/100以内
（限度額）
住宅（５m2以上）
　200千円

・調査費用（国10/10）
　（限度額250千円）
・除去等費用×２/３
　（国・市各１/３）
　（限度額2,000千円）
７人槽の場合
浄化槽設置（限度額605千円）
国１/２、県２/10、市３/10
単独浄化槽からの転換
　（限度額120千円）
敷地内処理装置
　（限度額125千円）
年利2.2％

貯蔵タンク（住宅１棟につき
１基まで）　　　40,000円/基
浸透ます（住宅１棟に付き
４基まで）　　　25,000円/基
浄化槽転用（住宅１棟につき１
基まで）　　　60,000円/基
ゲッケイジュやモクレンなど、
11種類のうち、希望するもの１
本。

栃木県住宅用太陽
光発電システム等
設置支援事業費補
助金

とちぎ材の家づく
り支援事業費補助
金

一般家庭における太陽光発電システム
の普及を支援し、再生可能エネルギー
の促進を図る。

県産出材を利用した木造住宅の建設を
支援することにより、木造住宅供給の
促進及び林業・木材産業の活性化を図
るとともに、木材の地産地消による二
酸化炭素の排出量の抑制を図る。

・新築・建売住宅：
公称最大出力１kwあたり１万
円（上限３万円）
・既築住宅：
公称最大出力１kwあたり２万
円（上限６万円）
１戸当たり
上限60万円



　市民の方から本紙をはじめとす
る当会の活動等に関する数多くの
ご意見・ご要望等が寄せられてい
ます。下記にその一部をご紹介し
ます。

・会派の広報誌を見ました。住宅
改修補助制度はたいへん良い制
度だと思います。つきましては、
詳細について教えてください。
　　　　　　　　　　　72歳男性
　　→市住宅課へ案内
・学校の２学期制は、日本の生活

習慣には合わないので、止めた
方が良い。４月に始まり、中途
半端に長い夏休みに入り、９月
からだらだらと１学期が再開さ
れて「またガンバレ！」って言
えないし、２学期もだらだら始
まり３月まで長過ぎるので、子
どもたちの「やるき」を削ぐよ
うな制度。問題提起します。
　　　　　　　　　　　75歳男性
・駅の駐車場があるが、いっぱい
で置けなくて困っているので、
増やしてもらえないか。　　　　
　　　　　　　　　　　男性
　
　今後とも、多くのご意見・ご要
望をお寄せください。

　
―
11
月
の
宇
都
宮
市
長
選
に
お

い
て
、
３
期
目
の
出
馬
を
切
に
願

っ
て
い
る
が
、
市
長
自
身
の
市
長

選
に
向
け
た
決
意
を
伺
う
。

佐
藤
市
長
　
市
長
就
任
以
来
、
常

に
「
明
日
の
市
民
の
幸
せ
を
見
据

え
て
」
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
選
挙
時
に
掲
げ
た
公
約

は
、
概
ね
達
成
で
き
た
と
考
え
て

い
る
。

　
現
在
、
国
の
政
治
、
経
済
は
混

迷
を
極
め
、
本
市
に
お
い
て
も
人

口
減
少
局
面
を
迎
え
て
、
「
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
災

害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
」
な
ど
、
重
要
な
課
題
へ
の

的
確
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
素
晴
ら
し
い
宇
都
宮
を
次

の
世
代
へ
と
着
実
に
渡
し
て
い
く

こ
と
が
責
任
世
代
で
あ
る
我
々
の

責
務
で
あ
り
、
そ
の
先
頭
に
立
ち
、

粉
骨
砕
身
働
く
こ
と
が
、
私
に
課

せ
ら
れ
た
天
命
で
あ
る
と
確
信
し
、

次
期
市
長
選
出
馬
を
決
意
し
た
。

　
―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
今
後
の
上
下
水
道
事
業
の
進

め
方
に
つ
い
て

②
今
後
の
教
育
行
政
の
進
め
方

に
つ
い
て

③
第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

④
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
の

整
備
と
公
共
交
通
に
つ
い
て

⑤
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
助
成
つ
い
て

⑥
市
民
協
働
に
よ
る
緑
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

⑦
エ
コ
シ
テ
ィ
宇
都
宮
に
つ
い
て

⑧
中
央
卸
売
市
場
青
果
卸
売
業

者
の
合
併
に
つ
い
て

⑨
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

教
育
施
設
並
び
に
文
化
財
の

復
旧
に
つ
い
て

　
―
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害

廃
棄
物
の
早
急
な
広
域
処
理
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
の
姿
勢
、

進
捗
状
況
、
問
題
点
、
受
入
開
始

時
期
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
は
。

佐
藤
市
長
　
被
災
地
の
早
期
復
興

の
た
め
に
は
、
自
治
体
間
の
助
け

合
い
は
重
要
。
各
処
理
施
設
の
運

営
協
議
会
等
と
の
意
見
交
換
会
な

ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
安
全
性

や
風
評
被
害
な
ど
を
心
配
す
る
ご

意
見
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
。
早
期
実
現
に

向
け
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
自
治
会
組
織
と
ま
ち
づ
く
り
組

織
及
び
地
域
学
校
園
に
つ
い
て

①
自
治
会
組
織
の
現
状
及
び
自

治
会
連
合
会
と
ま
ち
づ
く
り

組
織
と
の
あ
り
方
に
つ
い
て

②
地
域
学
校
園
の
実
施
に
伴
う
自

治
会
区
割
と
学
区
割
に
つ
い
て

③
う
つ
の
み
や
地
域
教
育
プ
ラ

ン
に
つ
い
て

◆
紅
茶
の
ま
ち
宇
都
宮
の
推
進
に

つ
い
て

◆
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周
辺
地
区

整
備
及
び
バ
ン
バ
地
区
再
開
発

事
業
に
つ
い
て

◆
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て

①
青
少
年
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

②
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
対
策
に
つ
い
て

◆
雨
水
貯
留
・
浸
透
施
設
設
置
費

補
助
制
度
の
強
化
に
つ
い
て

◆
上
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対
策

及
び
耐
震
化
に
つ
い
て

◆
中
心
商
業
地
出
店
等
促
進
事
業

の
活
用
に
つ
い
て

◆
中
央
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
再
整
備
に
つ
い
て

◆
消
防
法
違
反
建
物
に
お
け
る
火

災
予
防
に
つ
い
て

　
―
国
の
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対

策
交
付
金
を
活
用
し
、
被
害
対
策

を
拡
充
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

伺
う
。

佐
藤
市
長
　
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
や

糞
な
ど
に
よ
る
環
境
被
害
が
広
域

化
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
「
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交

付
金
」
の
活
用
は
、
「
被
害
対
策

協
議
会
」
の
設
置
や
「
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」
の
策
定
が
要
件
と
な

っ
て
お
り
、
地
域
全
体
で
取
り
組

む
組
織
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
「
被
害
対
策
協
議

会
」
の
設
置
準
備
と
「
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

る
。
　
県
や
猟
友
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
被
害
対

策
の
拡
充
に
努
め
て
い
く
。

　
―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
に
つ
い
て

②
通
学
路
の
安
全
確
保
と
自
転

車
道
の
整
備
に
つ
い
て

③
「
歩
い
て
愉
快
だ
宇
都
宮
」

の
取
組
に
つ
い
て

④
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
の
利
活

用
と
経
済
効
果
に
つ
い
て

⑤
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
の
道
の
駅

と
に
ぎ
わ
い
広
場
の
整
備
に

つ
い
て

◆
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に
つ
い

て
◆
森
林
環
境
行
政
に
つ
い
て

◆
生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

◆
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１

４
に
つ
い
て

◆
災
害
時
情
報
収
集
伝
達
訓
練
に

つ
い
て

◆
宇
都
宮
の
歌
の
活
用
に
つ
い
て

　平成24年度宇都宮市一般会計補正予算など執行部提出の14議案を原

案通り可決しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●は議員案

●取調べの可視化（取調べの全過程の録画）の速やかな実現を求める意見書＝可決

●基地対策予算の増額等を求める意見書＝可決

●生活保護制度の改善を求める意見書＝可決

●厚生年金基金制度の抜本改正を求める意見書＝可決

●「防災・減災ニューディール」による社会基盤再構築を求める意見書＝可決

●「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書提出を求める陳情＝採択

●宇都宮東部地区の公共交通整備に関する陳情＝採択

●消費税増税に反対する意見書の提出を求める陳情＝継続審査

●高齢者肺炎球菌ワクチン接種の公費助成を求める陳情＝採択

●宇都宮市の市街地再開発事業に関わるタクシー乗降場兼待機場設置

に関する陳情＝継続審査

●「こころの健康を守り推進する基本法」（仮称）の早期制定を求める

意見書採択に関する陳情＝採択

●宇都宮市中央卸売市場の卸売業者合併に関する陳情＝継続審査

●「人権侵害救済法案」について、慎重な対応を強く求める趣旨の意

見書を政府に送付することを求める陳情＝継続審査




